












 要約: DSM-IV と ICD-10 の狭義の学習障害(LD)の定義と教育領域での広義の定義を、他

の障害との関連も含めて検討し、LD を広義に定義することの意義を指摘した。さらに高

機能広汎性発達障害(HPDD) 24 例に上野の LD の定義を適用し、10 例(41.7%)か LD とされ

ることを示した。WISC-R により認知プロフィールを比較すると、HPDD 内でアスペルガー

症候群は、その他のHPDD より V1Q か有意に高かった。これらの結果は、HPDD を広義の LD

に含めることの臨床的意義を示唆していると思われた。


